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ライフサイエンス辞書（LSD）のシソーラス化	

n  ライフサイエンス辞書（1993～）	
¨  PubMed 文献抄録，教科書での出現頻度に基づく 10 万語対訳辞書	

¨  専門用語，用言（動詞，形容詞等），用法，用例，音声などを収録	

n  MeSH に準拠した 2.8万語見出しシソーラスを制作（2006～）	
¨  LSD 名詞 12 万語を含む20万語が帰属	
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対訳シソーラスの応用	

1.  対象の抽出	
n  表記の解釈，整理統一	

n  索引自動作成（学会抄録、医療文書）	

n  情報検索での表記のゆれを吸収	

n  未収録語の抽出	

2.  関係の抽出	

n  情報検索ヘルパー	

n  連想検索	

n  データマイニング	
n  AERS 情報解析	

n  テキストマイニング	
n  電子カルテ解析	
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簡易テキストマイニング	

抄録中に共起する統
制語をPerlスクリプト
で計数 

（教科書での解析例）	

600 MB（45万論文,1億語）
PubMed抄録に適用	
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概念共起解析	

抄録内で共起する専門用語
の共起頻度より tf-idf ソート 
　　　　　　　↓	

• 相互作用および相互作用点	

• 対比／並立概念	

• 上位／下位概念	

などが抽出された	

tf = 単語t1と単語t2の共起回数	
idf = log (全文書数N / 共起単語t2が出現する文書数) 
tf・idf = tf × idf	
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対訳シソーラスの公開	

WebLSD シソーラス 
無料公開	

英和・和英辞書からリンク 
同義語や概念ツリーを提示 
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共起概念による連想検索	

・5700種（79%）の医薬品に連想検索 
・主要1326種については92%以上で 
 共起上位30語を提示	
 
共起上位30語 
　日本語→Google で共起検索 
　英語→Entrez で共起検索	
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WebLSD  
検索例	
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カテゴリーによる共起語の偏り	

疾患→機序や治療薬など
バランス良い	

薬物分類→内包される薬
など下位概念が多い	

単独薬物→併用薬や類似
薬が多い	
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Levenstein 距離とツリー距離を用いる補正	

n  Levenstein 距離：２つの文字列の異なり度を表す尺度	

¨  Losartan と Varsartan は2文字消去して3文字追加＝距離「5」 

文字長8と9で合計17なので5/17 (=0.29)を類似度係数とする方法	

¨  しかし、interleukin-1 と interleukin-5 は名前は似ているが、機能は異なる 

文字列のみで考える限界	

n  ツリー距離：シソーラス階層での距離と深さを表す尺度	

¨  Type 1 Diabetes mellitus と Type 2 Diabetes mellitus は兄弟関係 

親である Diabetes mellitus はレベル4の深さ 

この場合、ツリー近接度を 4*2 / (5+5) = 0.8 とする	

¨  ツリーに収録された場合は効果的である	

¨  しかし、構造は違っても（＝ツリーで離れていても）、薬効類似の薬物を排除できない 

（例） ジルチアゼム と ベラパミル	

n  医薬品分類による類似度	

¨  薬効分類による係数が必要か	
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まとめ	

n  MeSH準拠によるLSDシソーラス化がひとまず完了したので,
 医学研究情報ポータルへの応用を試みた	

n  英語抄録中に共起する統制語をカウントすることによって,  
2.8万の統制語に最大30個の共起語を選んだ（336万組）	

n  Webで公開している10万語対訳辞書に, シソーラスツリーと 
共起語による連想検索を実装した	

n  医薬品名称を商品名までカバーするシソーラスに情報検
索ヘルパーとしての連想検索が可能になった	

n  類似薬や併用薬については, 関連度による係数を設けて
減算する必要がある	

n  シソーラスの維持も, 今後の大きな課題である	


